
　

と
う
ふ
の
一
世
帯
当
た
り
の
消
費
量

は
、
一
年
間
で
一
〇
二
・
五
丁
（
個
）、

月
八
丁
～
九
丁
と
言
わ
れ
て
い
る
。
生

産
量
、
販
売
量
と
も
に
近
年
は
ほ
と
ん

ど
横
ば
い
で
、
米
に
比
べ
て
健
闘
し
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し

か
し
、
業
界
全
体
は
沈
滞
傾
向
で
、
昭

和
三
十
五
年
に
五
万
一
〇
〇
〇
軒
を
数

え
た
豆
腐
屋
は
現
在
約
七
五
〇
〇
軒
。

年
間
約
五
〇
〇
軒
が
廃
業
に
追
い
込
ま

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
ん
な
厳
し
い
業
界
の
中
で
、
ひ
と

き
わ
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
お
と

う
ふ
工
房
い
し
か
わ
で
あ
る
。
有
限
会

社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
三
年
第

一
期
の
売
上
高
は
四
〇
〇
〇
万
円
、
以

降
、
一
一
期
は
一
〇
億
円
、
一
九
期

は
三
〇
億
円
、
そ
し
て
二
五
期
に
は

五
〇
億
円
の
大
台
を
超
え
、
い
ま
や
売

上
げ
規
模
は
、
全
国
で
一
〇
位
前
後
、

東
海
地
区
で
は
ト
ッ
プ
と
い
う
躍
進
ぶ

り
だ
。「
国
産
大
豆
の
豆
腐
に
限
る
と
、

当
社
は
全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
す
」と
、

石
川
伸
社
長
は
語
る
。

　

石
川
社
長
の
実
家
は
豆
腐
屋
。
明
治

時
代
に
曾
祖
父
が
創
業
し
、
祖
父
、
実

父
が
家
業
を
継
い
で
き
た
が
、
石
川
社

長
は
大
学
に
進
学
。
家
業
を
継
ぐ
と
い

う
意
識
は
薄
か
っ
た
ら
し
い
。し
か
し
、

親
の
気
持
ち
を
察
し
て
、
卒
業
後
は
大

豆
を
扱
う
商
社
に
就
職
。
五
年
間
勤
め

た
後
に
実
家
に
戻
り
、
家
業
を
継
ぐ
。

　

一
年
後
の
平
成
三
年
、
個
人
商
店
か

ら
有
限
会
社
に
し
、
屋
号
を
「
お
と
う

ふ
工
房
い
し
か
わ
」
に
改
め
る
。「
夢

は
日
本
一
の
豆
腐
屋
に
な
る
こ
と
で

し
た
」（
石
川
社
長
）。
そ
の
た
め
に
、

五
〇
〇
〇
万
円
を
投
じ
て
大
量
生
産
体

制
を
整
備
す
る
。
だ
が
、
期
待
に
反
し

て
売
上
げ
が
伸
び
ず
、
一
年
後
は
家
業

を
継
い
だ
と
き
の
意
気
込
み
は
吹
っ
飛

び
、
自
信
喪
失
し
て
し
ま
う
。

　

八
方
塞
が
り
の
中
で
突
破
口
と
な
っ

た
の
が
自
然
食
店
と
の
出
会
い
。
そ
こ

株式会社おとうふ工房いしかわ

　
豆
腐
の
ほ
か
湯
葉
、
豆
乳
、
が
ん
も
、
生
揚
げ
な
ど
の
大
豆
加
工
品
か
ら
、
パ
ン
、

ス
イ
ー
ツ
、
ド
ー
ナ
ツ
、
惣
菜
ま
で
幅
広
い
ア
イ
テ
ム
を
自
社
工
場
で
製
造
・
販

売
。
生
産
者
お
よ
び
消
費
者
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
大
切
に
し
、
国
産
原
料
に
こ

だ
わ
っ
て
い
る
。
国
策
と
し
て
進
め
る
第
一
次
産
業
の
振
興
に
歩
を
合
わ
せ
、大
豆
、

小
麦
、
米
な
ど
の
増
産
に
も
協
力
。
地
球
環
境
の
保
護
、
地
域
社
会
の
繁
栄
を
経
営

の
指
針
と
す
る
。
地
域
密
着
型
の
直
営
店
も
計
二
八
店
舗
。
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地
域
の
活
性
化
を
先
導
す
る

ザ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
第
９
回

こ
だ
わ
り
の
豆
腐
で

　
　
日
本
一
の
夢
に
挑
戦



で
、
国
産
大
豆
の
良
さ
と
、
に
が
り
が

大
豆
の
う
ま
み
を
引
き
出
す
こ
と
を
教

え
ら
れ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
口

に
入
れ
る
も
の
は
、
安
全
で
安
心
な
本

物
で
あ
る
こ
と
、
伝
統
的
な
食
品
は
、

伝
統
的
な
技
術
で
作
る
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
に
気
付
く
。
そ
し
て
苦
労
の
末
に

「
国
産
大
豆
と
に
が
り
の
豆
腐
」
を
商

品
化
。そ
の
結
果
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
生
協
な
ど
に
販
路
が
開
け
、
作
業

場
は
休
む
暇
も
な
い
ほ
ど
の
多
忙
を
極

め
た
と
い
う
。

モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
金
賞
な
ど

数
々
の
受
賞
歴
が

　

経
営
は
安
定
し
た
も
の
の
、
石
川
社

長
の
「
新
し
い
豆
腐
を
作
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
挑
戦
意
欲
は
衰
え
な
か
っ

た
。
甘
み
と
コ
ク
の
あ
る
理
想
の
味
を

求
め
て
、
オ
リ
ゴ
糖
を
加
え
た
新
し
い

豆
腐
を
開
発
。「
究
極
の
き
ぬ
」「
至
高

の
も
め
ん
」と
名
付
け
て
売
り
出
し
た
。

豆
腐
特
有
の
に
お
い
も
抑
え
た
画
期
的

な
商
品
だ
っ
た
が
、
当
初
の
反
応
は
鈍

か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
味
が

口
コ
ミ
で
広
が
り
、
発
売
二
年
目
か
ら

は
、
前
年
比
二
〇
〇
％
以
上
の
売
上
げ

が
続
い
た
と
い
う
。

　

新
商
品
開
発
は
豆
腐
に
と
ど
ま
ら

な
か
っ
た
。
豆
腐
を
作
っ
た
後
に
残

る
オ
カ
ラ
の
有
効
活
用
に
着
眼
。
菓

子
業
者
と
共
に
試
作
を
重
ね
、
ス

ナ
ッ
ク
風
の
菓
子
「
き
ら
ず
揚
げ
」
を

商
品
化
す
る
。
売
り
出
し
て
み
る
と
、

固
い
菓
子
に
も
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
か

ら
大
人
に
ま
で
好
評
で
、
大
ヒ
ッ
ト
商

品
に
な
る
。

　
「
き
ら
ず
揚
げ
」
は
、
同
社
の
販
売

戦
略
変
更
に
も
一
役
買
っ
た
。最
初
は
、

店
頭
販
売
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
通
販
、

ス
ー
パ
ー
、
生
協
な
ど
へ
広
が
り
、
さ

ら
に
は
豆
腐
店
、
そ
し
て
菓
子
問
屋
ま

で
と
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
に
大

き
く
貢
献
。
同
社
躍
進
の
起
爆
剤
の
ひ

と
つ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
し
た
の

は
平
成
十
二
年
。
以
後
、
少
し
ず
つ
業

態
を
変
更
し
て
直
営
店
を
出
店
、
い
ま

で
は
地
元
愛
知
県
に
二
三
店
舗
、
関
東

に
四
店
舗
、
関
西
に
一
店
舗
、
計
二
八

店
舗
を
展
開
す
る
。
本
社
に
隣
接
す
る

直
営
店
「
大
ま
め
蔵
」
は
、
一
階
は
焼

き
た
て
の
パ
ン
と
お
と
う
ふ
の
惣
菜
、

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
販
売
す
る
シ
ョ
ッ

プ
。
二
階
は
、
お
と
う
ふ
と
パ
ン
、
豆

乳
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
豆
蔵
」
と

団
体
予
約
用
個
室
の
「
ま
め
の
蔵
」
を

併
設
す
る
。

　

石
川
社
長
が
大
切
に
す
る
の
は
「
納

得
の
い
く
豆
腐
づ
く
り
」
と
「
人
々
へ

の
温
か
い
心
配
り
」
で
あ
る
。

　

社
員
が
田
ん
ぼ
の
草
む
し
り
を
手
伝

う
「
農
泊
」
研
修
、
先
輩
が
新
入
社
員

の
面
倒
を
見
る
「
バ
デ
ィ
制
度
」
も
、

社
員
を
育
て
、「
毎
日
笑
顔
で
会
社
に

来
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
気
遣
い
か

ら
生
ま
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た

ち
と
の
「
だ
い
ず
き
っ
ず
」
食
育
活
動
、

ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
の
イ
ン
タ
ー
ン
生

の
受
け
入
れ
、
授
産
所
で
の
菓
子
作
り

の
お
手
伝
い
な
ど
、「
み
ん
な
を
幸
せ

に
し
た
い
」
と
い
う
想
い
が
息
づ
い
て

い
る
。

　

同
社
の
経
営
努
力
は
広
く
認
め

ら
れ
、「
ふ
る
さ
と
小
包
優
良
生
産

者
」「
愛
知
ブ
ラ
ン
ド
企
業
」「
内
閣

府　

食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
」

「
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
金
賞
」「
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」

な
ど
、
数
々
の
表
彰
、
受
賞
歴
を
誇

る
。
ま
た
、
公
的
金
融
機
関
の
融
資
、

支
援
先
と
し
て
採
択
さ
れ
て
い
る
。
昨

年
は
政
府
系
金
融
機
関
の
支
援
を
受
け

て
、
第
四
工
場
を
新
設
。
生
産
ラ
イ
ン

も
一
新
し
、
量
的
、
質
的
に
業
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
製
造
体
制
を
構
築
。「
二
五

期
、
二
六
期
は
売
上
高
も
横
ば
い
で
し

た
が
、
当
期
か
ら
は
毎
年
一
一
〇
％
の

成
長
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
物
流
の
拠

点
を
大
阪
、
神
奈
川
に
設
置
し
て
い
ま

す
が
、
生
産
拠
点
も
県
外
に
展
開
し
た

い
」
と
石
川
社
長
。
将
来
の
株
式
上
場

も
視
野
に
、
着
々
と
体
制
を
整
え
て
い

る
よ
う
だ
。

（
東
海
財
界　

企
業
経
営
研
究
会　

福
﨑
信
行
）

石川伸社長

大豆畑


